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会長挨拶

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：浅野　裕幸 君
点　鐘：PM 12：30　青山 治右衛門 会長 ロータリーソング：「国歌」「四つのテスト」

　皆さんこんにちは。本日のお客様は
のちほど卓話を頂きますグローバーの
会＠やまがた代表の樋口愛子様です。
さて、１年の最終月、令和最初の年末
です。１年の締め括りと来年を迎える
為のいろんな行事が目白押しで何かと
気ぜわしい１ヶ月の始まりです。今日は
12月３日で、カレンダーの日と言われ

ており、明治政府が1872年（明治５年）12月３日に、そ
れまで用いていた日本独自の旧暦（太陰暦）から諸外国が
用いていた新暦（太陽暦）へ切り替え、正式採用した日です。
12月３日が突然、「今日は明治６年１月１日です。明けまし

ておめでとうございます。」と言われた当時の日本人は本当
に驚いたでしょうね。この改暦が決定したのは、１ヶ月前の
11月９日で、決定から実施までひと月に満たないという異
常なスピードの陰に明治政府の深刻な財政難があったとい
われております。現在だったらとても受け入れられない決定
で、一刻も早く西洋に追い付け追い越せと言う考えが表れ
た一つの重大な決定だったと思います。何はともあれ、12
月は又、「師走」といわれておるように、普段落ち着き払っ
ている師である僧侶でさえも暮れの佛事で走り廻る事から
生まれた言葉だそうです。ただ気ぜわしい気持ちはひとまず
置いて、心静かに今月の計画を練ってみる事も必要ではな
いでしょうか。

幹 事 報 告 佐藤　直人　幹事 髙梨　徹也君　17日のビンゴ大会景品ありがとうございます。社長
就任いたしました。

伊勢　和正君　樋口先生卓話宜しくお願いいたします。
浅野　裕幸君　弟の市政報告会出席ありがとうございました。
石山　祐介君　小４の子供がバスケ少年団に入りました。
大久保章宏君　誕生祝ありがとうございました。
松田　勝彦君　会報に写真が載りました。
稲村　佳宏君　クール・ジャパンの予定が３月24日に変更になりました。
長沢　一好君　本日もたくさんのニコニコありがとうございました。

ニコニコBOX　長沢　一好 君
青山治右衛門君　ロータリー財団・米山奨学会寄付ありがとうございました。
佐藤　直人君　樋口さん本日はお越しいただきありがとうございます。

親睦活動委員会　丹野　善将君
12月の誕生日は、宮館順治君、大久保章宏君、菊川　明君の３名の
方です。おめでとうございます。

委員会報告

米山奨学生コウ・シンさんに奨学金の贈呈。

1.先週11月26日の新そば例会では、皆様よりロータリー財団寄付と
米山寄付をしていただきまして、ありがとうございました。そして、
三津屋さんのおいしい新そばもいただきました。寺﨑さん、ありが
とうございました。
2.来週12月10日㈫は、ここホテルキャッスルにてお昼の通常例会
です。次年度の理事役員を決める「年次総会」がありますので、全
会員の出席をお願いいたします。

第2275回例会 2019-12／３（火）天気（雨）

河井　直天 君本
日
の
一
言

テーマ　記憶に残るオリンピックメダリストは？
平昌オリンピック女子500mスピードスケート金メダル
の小平奈緒ちゃんです。何といってもカワイィ！

12月度理事会報告
◆理事会承認事項
1.下期会費の請求書を年初に郵送することを承認。
2.1月14日の「新春ご祈祷と新年会」をパレスグランデールで行うこと
と、会費は例年通り3,000円とすることを承認。

◆報告事項
1.災害支援金は12／３現在、合計27,000円となりました。送金致し
ます。
2.12月10日㈫に「年次総会」が開催されます。



本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

５７名
５７名

３２名
４４名 84.62％５２名

※本日の結果は２週間後に報告
※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?
　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?
　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

（　山　形　東　）土肥　成二　　伊勢　和正

古い一軒家を借りて 子ども・若者たち、その家族の
居場所づくりをしています 
 

スタッフは6名  

2015年～　 
不登校・ひきこもりの子どもをもつ親の会 

不登校・ひきこもりをより深く理解し  
関連する情報を得ると同時に 、親どうし
が交流しつながり合うことで、力を得ら
れるような場づくり。 

専門家ではできない、当事者であり経験者で
ある立場での関わりでしか伝えられない言葉
が親の会にはある 

2013年４～５月、民生･児童委員等による「困難を有する若者に
関するアンケート調査」を実施。 

報告書によると該当者（全年齢）の総数は 1,607 人。 

若者たちの家族・社会からの孤立、そしてそうした若者を擁する
家族の社会からの孤立が長期化・偏在化していることがわかった。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

山形県の調査 

!2018年の調査では1,429人 
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ゲスト卓話

クローバーの会@やまがた　　　　　　   
　代表 樋　口　愛　子 氏

「子ども食堂は居場所づくり」「子ども食堂は居場所づくり」「子ども食堂は居場所づくり」「子ども食堂は居場所づくり」


